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故・伊藤義教氏転写＆翻訳

ゾロアスター教書籍パフラヴィー語文献
『デーンカルド』第３巻訳注・その５

青　木　　健

序　　文

　本稿は，青木健，「故・伊藤義教氏転写＆翻訳ゾロアスター教パフラヴィー

語文献『デーンカルド』第３巻訳注・その４」『東京大学東洋文化研究所紀要』

第149冊を承けての続編である。本号では，『デーンカルド』全420章中の，第

53章から第61章をカバーした。また，本稿でも，入力に際して，東洋文庫非常

勤職員の深見和子さんのお世話になった。記して感謝したい。

第45ページ転写
（53）（282） ī ō ī ō ī ī

ā ī

ē ī ē ī ē

（第39章と同じなので省略）

（54） ā ī ō ē ī ē

（ 177 ）

282　 版第45ページ第１行目から。
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ā ā ē ō ā ī ō ā ō ī

ē ā ā ē ā ā ā

　　 〈 〉 ā

ū ī ā ī ē ā

〈ī〉 ē ā ā ē ā ī

　　 ā ī ā ī ī

ā ī ī ē ā ē ā ō

ē 〈 〉 ā ī ī ā

ī ā ē ā ī

（55） 7 ā ā ī ā ē

ē ē ī ī ī ē ē ā ā ī ī

第45ページ翻訳

（第39章と同じなので省略）

（54）（283）人間の営為について。ウェフ・デーンの示教から。

（ 178 ）

東洋 化硏究所紀要　第百五十册

283　本章は， 1963 41 42 423 が，イスラーム以前の古代イラン社会における
階級構造と宗教的責務 ē ā ī の関係を検討する際に，典拠の一つとして指摘
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さて，霊の救済につながる，人間誰しもの営為は

王者では特に，世界の上における支配権の樹立と確立と

　　綺飾と

（それの）よき進展のためであり，信徒たち

の各自では特に，マズダー教の進展と依信と

正しい持続のためであり，また衆庶の人（たち）では

特に，彼等（各自）の責務に各自が完璧に努めるためで

あるべきだ（ ē ）。

（55）弟子が師
ヘールベト

匠に七つのことばを求めること（＝七質問）に

ついて。

一は誰から財貨における富が（出るのか），一は誰から生霊の

第46ページ転写

（ 179 ）

ゾロアスター教パフラヴィー語文献『デーンカルド』第３巻訳注・その５

している。彼によれば，この部分から，
①軍人貴族階級にはエーラーン・シャフルを確立して社会秩序を維持する責務がある
こと
②神官階級にはゾロアスター教の司教と宣布の責務があること
③それ以外の階級には上位階級に仕える責務があること
が読みとれる。
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ā ē ē ē ī ā ē ē ō

ī ē ē ī ē 〈 ē〉

　　 ō ī 〈ī〉 ā

ō ē ē ā ā

　　 ō ī

ē ∵

（56） ī ē ē ī ē

ā ā ē ā ē （284） ā ī ē

ī ā ∵ ē ā ā ā ī ā

　　 ā ā

ā ∵〈 〉 ā ā ā ā ā （285） ā ē ē

ē ā ō ā ē ē ō ī

（ 180 ）

東洋 化硏究所紀要　第百五十册

284　īを にエメンドし， ā ī ī で「財貨に於いて存在するものの獲得
者」ととった。 2002 203 は，この箇所の ā ī を ī

とし， ā ā ā ī（＝「財産を充分持っている」）とペルシア語訳
している。どちらにしても大意に差はない。財宝・財産の意味を表すとしたら，ī
を省略して とする の読みの方が素直だが，直後にも出てくる

を生かすとしたら，本稿のようになる。
285　 ととって ā と翻字し，「～のもとにあれよ」と訳した。11行目の ā
も同じ。 2002 203 204 は， ととって ē と翻字し， ā ī

ā （＝「念じよ」）とペルシア語訳している。パフラヴィー文字の表記上
は両方可能。
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ī ō ā ā ē

ī ā （286） ō ō 〈ī〉 ō

　　 ā （287）

ō ē ē ō （288） ē ō

　　

ā ā ō ē ∵

（57） ē ā ē ā ā ī ā ē ā ē

ī ē ī ē

ā ē ā ē ā ā ī ī ā ī ī

（ 181 ）

ゾロアスター教パフラヴィー語文献『デーンカルド』第３巻訳注・その５

286　ここも，表記上は ē もあり得る。注295参照。
287　 1973 64 は，翻字は示していないものの，ここを と解し，
全体としては とフランス語訳している。本稿でも，
これに準じた。他方， 2002 203 は，この単語を ā と翻字し，全
体を ā ā ū ī ā （＝「人々の友情への傾向を持て」）とペル
シア語訳している。両方可能。
288　原文には とある。末尾の を虚字と見れば ō＝「嘘，嘘の悪魔」と解釈で
き，虚字と見なければ ō ＝「儀式用の聖餐（注70参照）」と解釈できる。
2002 203 は，前者の解釈を取っている。 1973 64 は，翻字は示して
いないものの，ここを とフランス語訳しているので， とエ
メンドしたと考えられる。本稿では，これに準じた。文脈から類推すれば，「身体
から放出する」ことによって「身体を整える」ものなので，ゾロアスター教的にマ
イナス・イメージを持つ「嘘の悪魔」でも「欲望」でも，文意は通る。
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ā ē ū ī ā ī ē

ī ē ā ā ā ī ū ā ō ī （289） ē ū

ē ā ī ā ā ī ē ā

　　 ā

ā ā ī ā ā ē ē ō

　　 ī

第46ページ翻訳

平安が，一は誰から罪悪からの防衛が，また一は誰から知慧

の増長が，また一は誰から光輪の成長が，また一は誰から

　　一般の人々のその者（誰）に

対する友情が，また一は誰から身体の保健と魂の

　　救済が

出るのか。

（56）そして師匠の返答。ウェフ・デーンの示教から。

さて，意欲を働かせよ，足を動かせよ，そうすれば汝は財貨において

　　存在するものの

獲得者となろう。存在しないものの中に（真に）存在するものに嘱目せよ，そ

（ 182 ）

東洋 化硏究所紀要　第百五十册

289　伊藤氏は，珍しく ā ō ī を見落としているので，原文に従って補った。

― 145 ―



　　うすれば（汝は）創造主（と汝の）生霊とに対して平安・歓

喜者（となろう）。全知なる創造主のもとにあれよ，そうすれば汝は罪

　　悪から免れよう。

善知の暁
ウ シ ャ ス

紅神（290）を念じよ，そうすれば知慧において汝は増長しよう。

慈眼をもって諸創造物に目をかけよ　そうすれば汝の光輪は成長する

であろう。人々（相互）間の友情と共にあれよ（ ā ）と

　　（いって）人々を導けよ　そうすれば人々は

特に汝の友人となろう。欲念を汝の身から放出せよ

　　そうすれば汝の身体は

整えられ　また霊は救われるであろう。

（57）（291）マズダー教学がすべてマズダー教の存在から出ている

（ 183 ）

ゾロアスター教パフラヴィー語文献『デーンカルド』第３巻訳注・その５

290　原文のō ā には，「暁，朝まだき」の意味しかない。 1973 64 も，
単に とのみフランス語訳している。また， 2002 は，ここを

ā ā ā （＝「夜明け近くにおいて」）とペルシア語訳しているが，原
文には （＝「～において」）に当たる語句は見あたらない。やはり，ō ā は「念
じる」対象であり，そうである以上は何かの神格と解釈すべきである。
　　ゾロアスター教の諸神格の中で暁の神と云えばウシャフになるので，本稿では，「善
知なる暁紅の女神ウシャフ」と意訳した。このウシャフは，『ヴェーダ』のウシャス
と同祖のインド・イラン共通時代からの神格で，ゾロアスター教の中では「ガーサー」
５－５，「ヤシュト」５－62，「ウィーデーウダード」18－15，23で言及されている。
（

1972 1914 128 29参照）しかし，諸神
格が整理・淘汰された後のサーサーン王朝時代のパフラヴィー語文献中にウシャフ
が登場することは稀なので，この章の原型の成立年代は相当古いと予想される。
291　本章は， 1956 91 が，サーサーン王朝期ゾロアスター教の中心教義
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ことについて。ウェフ・デーンの示教から。

（ 184 ）

東洋 化硏究所紀要　第百五十册

（原文に従えば， ē ā ē ā ā ī ＝マズダー教神学）は「中庸の徳」である
と論じた際に，典拠の一つとして指摘した部分である。ゼーナーの「サーサーン王
朝期ゾロアスター教の本質＝中庸の徳」説の詳細については，

1961 285 90を参照。それに
よると，サーサーン王朝期ゾロアスター教に於ける「中庸の徳（ ā ）」概念は，
教祖ザラスシュトラが唱えた「天則（ ）」概念にアリストテレス哲学を加えて
洗練したもので，以下の４つのカテゴリーに分類される。
　　①宇宙原理として：徳の原理として，過多と過少の悪からの救済を保証している。
　　②オフルマズドとアフレマンの条約として： ā は「条約」と訳すことも可
能な語で，オフルマズドとアフレマンの9000年間の闘争時代＝「この世の限定時間」
を取り決めた「条約」の意味でも用いられる。サーサーン王朝期ゾロアスター教の
神学に従えば，この「この世の限定時間」の故に，現世での不可避的な悪が，時間
の彼方でいつかは消滅することが保証されている。
　　③叡智の本質として： ā は「叡智（ ）」とも同一視され，「この世の限
定時間」の中では，倫理を遵守する社会規範として作用する。当然，アフレマンの
創造物が悪を発散するのを防ぎ，善を推進する原理なので，オフルマズドがアフレ
マンとの闘争に際して使用する武器とも捉えられている。
　　④両極端を回避する徳として： ā は，自然界にあっては秩序を保つ原理と
して作用し，倫理的には人間の行動を導く原理として作用する。両極端の悪を回避
する，一種の調和の原理である。
　　ゼーナー以降，パフラヴィー語文献を用いてサーサーン王朝期ゾロアスター教
の思想構造を解明する研究は，モレ，ムナス，シャーケードや伊藤義教によるもの
を除いて殆どなされていないので，彼の所説がどれだけ妥当であるかは直ちに判断
できない。管見の及ぶ限りでは，シャーケードが，サーサーン王朝期ゾロアスター
教によるアリストテレス哲学の中庸概念の受容を，積極的に認める論考を発表して
いる。 ā

1995 217 240参照。この他の論点である ā と との継承関係，
ā がサーサーン王朝期ゾロアスター教思想に占める位置などは，今後の研究

者の検討課題として残されている。
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さて，マズダー教学の存在はその敵たる

過多と欠如（292）のそれ（存在）から来ており，（マズダー教）自体はデーン

　　の自性たる

中庸である。仇敵の学たる敵対関係の（293）過多と欠如（即ち）

対抗的なる仇敵（の存在）は　ウェフ・デーンの特別なる

深い学に通じているものたちのそれ（存在）から来ている。ウェフ・

　　デーンに特にかけられた信仰

第47ページ転写

ā ā ī ā ē ā ē ī

　　 ē ī

ō ī ī ā ā ī ī ā ē ō

　　 ē ā ē ē （294）

（ 185 ）

ゾロアスター教パフラヴィー語文献『デーンカルド』第３巻訳注・その５

292　 ē ū を「欠如」と訳した。字義通りには「欠く＋存在」で，まさに「欠如」。
しかし，この文脈では， ū （「より多い＋存在」＝「過多」）の対義語として
用いられているので， 1956 91 のように の訳も適切。
293　「敵対関係の」は， ā ō ī の訳として補った。注289参照。
294　原文は 。注294も部分も含めてここを原文通りにとると，ā ē ō
ē ā ē ō ē ē ē となり， 2002 はここを，
ā ā ī 〈 ī 〉 ī ā ī 〈 ā ā ī 〉 ā
〈 ī ī 〉 と，かなり補った上でペルシア語訳している。どち
らにしても，そのままでは文意がとれない。
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ō ā （295） ē ē ē ā ē

　　 ī

ā ī ā ∵

（58） ā ī ē ē ī ē

ā ā ī ī ē ē ā ī ā ā

ī ē ē ī ā ā ī

　　 ē ā

ā ī ē ā ā ī ā ī ā

　　 ā ī

ē ē ā ī ā ī ē ō

　　 ā

ē ā ā ā ā ī

　　 ī 〈 〉 ē ī

ē ē ā （296）ē ī ā ī

　　 ē ī ā ī ā

ē 〈 〉 ī ī 〈ī〉 ē

　　 ā ī ā

ē ā ū ē ā ī ō ā ā

　　

（ 186 ）

東洋 化硏究所紀要　第百五十册

295　原文は ē。詳しくは注293参照。
296　原文では だが， 1973 65 の ā に
準じて修正した。
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ī ī〈 ā 〉 ā ī ē ī ā

　　ā ī （297）

ī 〈ī〉 ē 〈 〉 ā ā ī ī ē

　　 ā ō

ā ī ē ē ā ī ā ā ō ā ī

　　 ē

ī ē ī ā ī

（59）

ō ē ī ē

ā ā ī ā ā ā ā ā

　　

ē ā ī ī ō ā ā ∵

　　

ē ā ā

　　 ā ī

第47ページ翻訳

と（それの）学とはみな，マズダー教の存在から，（そして）

　　意図

と言語と行為に関する知識　―　それはマーズデースン者（ら）

（ 187 ）

ゾロアスター教パフラヴィー語文献『デーンカルド』第３巻訳注・その５

297　 　 内は，コピーイストが１行下の文を重複して誤写したと見て，削除。

― 140 ―



　　のもとに，そしてまたそれは

（彼等の）研鑽の故に来たところのもの　―　からこそ来ているもの。

　　（即ち）みな，マズダー教の存在

と所詮とから現れているのである。

（58）（298）王権とデーンについて。ウェフ・デーンの示教から。

さて，「王権即ちデーンにしてデーン即王権」とは　ウェフ・デーンの示

　　教から出た基本的

存在（事実）で，これは，説

（ 188 ）

東洋 化硏究所紀要　第百五十册

298　本章は， 1963 51 52 が，イランの王権とゾロアスター教の相互依存関係
を解明する際に，典拠の一つとして指摘している部分。モレは，歴史的な展開を捨
象して，このような記述の集成から「古代イランの社会構造」を取り出そうと試み
た。しかし，イラン史上，こういう形で宗教と王権が関わり合ったのはサーサーン
王朝時代だけであって，この状況を直ちに「古代イラン社会（アーリア人の移動後
に限っても，ハカーマニシュ王朝やアルシャク王朝時代が含まれる）」全体に一般
化するのは難しいかも知れない。
　　なお，この「王権と宗教の相互依存」のイデオロギーは，アッバース王朝時代の
初期の思想家イブン・アル・ムカッファゥ（ 756）まで継承され，影響力を保っ
た。 1

2
1995 31 67参照。

299　原語は ā ī ē で，直訳すれば「教義の敵対者たち」の意味。 1963
51 は， ē とフランス語訳し， 2002 は， ī ī ā
ā ā 〈 ā ī ī〉とペルシア語訳しているものの，具体的な特定には踏み込
んでいない。ゾロアスター教神官から見て「教義的な敵対者」でありながら，「宗
教と王権の相互依存関係」を強調したとすると，ビザンティン帝国のキリスト教，
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（ ē ）が矛盾しているものたち（299）の主張（ ā ）の中においてもその点では

　　合意されており，そのかれらは王権は（300）

デーンの上に（そして）デーンは王権の上に確立すると説い（ ē ）て

　　いるのである。これはまさに善き人々の

デーンの根幹たる根源という語は「 　の下僕（しもべ）たる身

　　分への堅信と　 ē 　の

高揚は相互不可分であり，エーラーン（アーリア人）の王権の

　　高揚は

デーンや　 　の下僕たる身分から来たり，デーンが最高位に

　　あることは王権から来る」であると，こういうことだ。かくて両者が

正しい王権とウェフ・デーンとが合一することにより，かつ　また

ウェフ・デーンと正しい王権が合一することによって，諸創造物と密着

　　すれば，特に光輝と利を大きくするであろう。これ即ち

ウェフ・デーンのこの語すなわち（ ō ）「王権即デーン，デーン即王権とは

　　基本的にはこういうこと：

無王権は邪教にして邪教は無王権」ということ。

（59）人のうちにてよきものとよりよきものと最もよきもの，

並びに悪しきものとより悪しきものと

最も悪しきものについて。ウェフ・デーンの示教から。

（ 189 ）

ゾロアスター教パフラヴィー語文献『デーンカルド』第３巻訳注・その５

アッバース王朝のイスラームなどが考えられる。
300　伊藤氏は，明らかに ā ī ＝「王権は」を見落としているので，原文に従っ
て補った。
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さて，善きものとは，創造主　 　に近いために　

　の

デーンに集団として帰依せる集団のことである。またより

善いもの

最も善いものとは彼等の中で，一切善の根源たる

創造主　 　により近くまた

第48ページ転写
ē ā ī ī ī ī ō

　　 ī ī

ā ā ā ī ā

　　 ā ā ā ā ī

ē ī ī ī ō ā ē ō

　　 ā

〈 ā 〉 ā ī

　　 ē ī ī ī ī ī ō

ā ī ā ē ō ā ∵ ē

　　 ā ā ē ī

ā ī ē ī ā ē

ō ā ē ō ā ī

　　

ā ō ī ī ī ē ō ē

　　 ō

ā ī ī ∵

（ 190 ）

東洋 化硏究所紀要　第百五十册
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（60） ā ī ī ō ā ē ī

ē ī ē

ā ā ā ā ā ō

ā ā ā ī ē ā ē ē

ō ā ā ī ō ō

　　 ī ē ō

ā ā ā ā ō ō ā ā

〈 〉ā ā ō ī ā ī

　　 ā ī ē ī ā

ī ā （301）∵ ā ī ī ī ā 〈 ā 〉

ō ī ī ī ō ā ō

　　 ē ō ē ī ī

ē ē ō 7 ā ā

ā ī ā ī 5 ē ī ā ē ō

　　 ā

ē ē ō

　　 ā ē

（ 191 ）

ゾロアスター教パフラヴィー語文献『デーンカルド』第３巻訳注・その５

301　 1973 67 68 は， ī ā の部分を省略して訳出していない。
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第48ページ翻訳

最も近いために， 　のデーンに属する，「より」の

　　仲間と

「最も」の仲間のこと。また悪しきものとは　 ā ē ō 　に近

いために悪しきデーンに集団として帰依せる集団のことであ

　　る。またより悪しきものや

最も悪しきものとは，一切悪の根源たる　 ā ē ō 　に

　　より近く　また最も近いために

悪しきデーンの属する，「より」の仲間と「最も」の仲間のこと

　　である。そして悪の根源も

善のとともに神であると説くドグマ者たち（302）　―　その彼等は説く

　　「悪人は

ウェフ・デーン者と一緒であるかのように神に結びつく」と。しかし（これ

　　では）悪と

悪人どもも，善人たちや善が（そうである）ように，神に近きものと，この

　　ように（ ē ō ）

言ったことになる。

（60）（303）人間の統括力（宗主権）とそれによる統御

（ 192 ）

東洋 化硏究所紀要　第百五十册

302　ここで言及されている「ドグマ者たち」とは，明らかに，善と悪を同一の根元
に由来するものと見なすイスラーム教徒である。二元論から一神教への典型的な反
論。
303　本章は，サーサーン王朝時代のゾロアスター教の認識論に関して，最も纏まっ
た記述の一つである。しかし，管見の及ぶ限り，本章を主題とした研究はない。以
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について。ウェフ・デーンの示教から。

（ 193 ）

ゾロアスター教パフラヴィー語文献『デーンカルド』第３巻訳注・その５

下，本章の認識論の内容を図示してみよう。
　　①人間の内発的認識作用
　　生霊→（君臨）→身体＝内部から意識が発生し，３タイプの能力を持つ
　　　　　　　　　　　　・記憶の力＝対象を求めて獲得
　　　　　　　　　　　　・耳の力＝保持・回想
　　　　　　　　　　　　・知恵の力＝嘱目・識別・活動
　　　　　　　　　　　　　→天眼（メーノーグ的観照）に到達することが可能
　　②人間の外発的認識作用
　　身体の外では７つの特別なものが創出されて，意識に影響を及ぼしている
　　５つの感官＝身体の外部の情報を内部に運ぶ役割
　　視覚／聴覚／味覚／嗅覚／触覚
　　（残りの２つの器官）＝身体の内部の情報を外部に運び，外部に意欲と考えを示
　す役割……本文中に明示されてはいない
　　　　　　　＊　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　＊
　　以上の中で，５感を介して外部の情報をキャッチするとの所説は，ヘレニズム思
想を継承した部分と考えられる。
　　問題はその次の記述である。それによると，生霊（ ā ）が身体（ ）に君臨し，
身体の中に意識（ ō ）が付与される。そして，そこから記憶の力（ ī ē ō ），
耳の力（ ō ō ），知恵の力（ ō ）の作用によって認識（ ā ﾄ ）が生まれる。
更に，それは，生気（ ）から思考（ ē ）への道が清浄であるが故に，神々
に至近なるが故に，メーノーグ的観照（ ē ō ē ī ）にまで至る，とされる。
後半部分で，人間の認識作用とイランの皇帝統治とのアナロガスな記述が見られる
ので，サーサーン王朝時代の統治体制との類似から，ゾロアスター教に独特の認識
作用を想定したのかも知れない。今後の検討課題である。
　　また，人間の内発的認識の最高形態として記述されている「メーノーグ的観照」
の内容は，サーサーン王朝時代のゾロアスター教神官が自力救済の可能性をどう捉
えていたかを探る上で重要だが，現在までのところ古代イラン学・宗教学の研究対
象になっていない。名称から察すると，時間や空間の支配するゲーティーグ界を内
破して，神々の住まう微細なメーノーグ界まで観照する能力のようである。これも，
今後の検討課題である。
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さて，創造主の創出と創造により　一般の人（々）の生霊は己

が身体に君臨する王者である。身体の

内部から彼等（人間）を助けるために，意識（ ō ）が賦与された　そして

　　記憶（ ī ）の力によって　それ（意識）は（対象を）

求め且つ獲得するし，また耳の力によって保持し

且つ回想するし，また知慧の力によって嘱目し　識別し　そして活

　　動させる，

これが認識である（304）。そしてそれは生気から

思考への道が清浄無碍なるが故に　神々に至近なるがために　天眼にも

到達するのである。体外からは七つの別々の特別なものが

創出されて通詞となっており，その中の五は感官（ ō ā ）とも

　　呼ばれている　これで

視覚，聴覚，味覚，臭覚および触

　　覚であり，これらは

第49ページ転写

ē ē ē ō ō ā ā ī ā ā

（ 194 ）

東洋 化硏究所紀要　第百五十册

304　サーサーン王朝期ゾロアスター教の認識論については，第62章も参照。
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ā ā ī ō ī ō ē ā ī

　　

ā ā ā ā ō ā

　　ā ā ī

ā ā ī ō ē ō ū ā ī ā

ē ē ē ē ē ō ā

　　 ī

ā ī ī ā ī ē ā ī 〈ī〉 ā

　　

ō ē ā ē ā ā ā ī ī

ē ā ā ā ā ī ā ī ī

　　 ā ā

ā ā ī ā ā ē ē ī ā ī ā ī ē

　　 ā

ī ē ē ā ī ō ē ī

　　ā ē ā（305）

ā ī ī ā ī ē ō ā ē

ī ā ā ē

　　〈ī〉 ā ā

ā ā 〈 〉 ī ī ē ā ī ē ā

（ 195 ）

ゾロアスター教パフラヴィー語文献『デーンカルド』第３巻訳注・その５

305　原文では ē ā とあるが，修正。
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ī ē ∵ ō ā ā ē

　　

〈 〉 ō ī ā ī ā ī ā ā

　　 ē ī ā

ā ā

　　 ā ō

ā ā ā 〈 〉 ā ī

　　 ā ā

∵ ā ī ā ī 〈 〉 ī

　　 ā

ā 〈ī〉ō ō ā ā 〈ī 〉

　　 ā ā

ā ē ā ē ē ī

　　 ā

ā ī ī ā ā ē ī ā ā ā ī

　　

ā ā ā ā ā ī ē

　　ā ā ī ī

第49ページ翻訳

家長の必要とする明かりを屋（内）に入らせる，外からの窓の

ようにつくられており，そして大事なことば

の一つの通詞，（即ち）内側の家長のものから

（ 196 ）

東洋 化硏究所紀要　第百五十册
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　　情報を

運んできて外部に　彼の意欲と考えが何であるかを示すところの

　　ものである。

このような具合に　人間もみなつくられている　―　おのが身体

に君臨する統括力とそれによる意欲の無
む げ

碍な自由伝達に

　　おいて　―　。

あたかも　世界の帝王（ら）が，彼（等）に協同する，世界の行

政吏に君臨する統主権により，且つまた　諸力を賢明に統

御する統一力によるが如くで，（この）身体に君臨する統括

　　は善治（者）と名づけられ

そしてこの統括力は　至高の不滅なる方々の

　　至福につながるのである。

メーノーグ的領域における統括力は　さらに大きく

且つ称賛さるべき王者である。だから　彼が諸力の悪

　　運搬者となり

愚昧なるときは，この統括力は崩壊し，彼は独り

　　ぼっちに

され一切不祥なる悪界に堕し，悲惨にして譴
けん

責
せき

されるべきものとなる。ゲーティーグ界の諸創造物の中では（彼等の）自性に

　　君臨する王者は創造主　 　の肢分である：

　にとって宿が生気であり，また　 　にとって心が

（ 197 ）

ゾロアスター教パフラヴィー語文献『デーンカルド』第３巻訳注・その５
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　　居所でありまた　 ō 　にとって支えてくれるものが

思考であることによってである。完全で慈愛あり完璧で合法的な，

　　（そして）善き命令を発する王者は

天則者にして，その彼の各肢は身体的な且つまた生霊

　　的な力と共にある：

而して，通暁（ā ā ī ）をもって　もろもろの創造物・被造物を

　　囲繞すること蓋
がいてん

天のごときときは，その天則者の肢

分についていえば　理知（ō ）によってであり；またもろもろの

　　知識の獲得に際し速きこと

火の如きときは記憶（ ī ）によってであり；また

もろもろの知識をもってもろもろの働きやもろもろの事物について

　　十分に質問され，情報がウェフ・デーンと

第50ページ転写

ē ī ō ī ī 〈 〉

　　 ī

ā

　　 ī ī

ā ō ā ē ā ∵

　　

ī ē ō ō ī

　　ī ō

ā ā ī ī ā ī ā

　　

（ 198 ）

東洋 化硏究所紀要　第百五十册
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ī

　　

ā ī ā ī ē

　　

ā ī ā ī ī ā ∵

（61） ē ā ā ī ā ī ā ē ō

ē ī ē

ā ē ā ā ī ī ā ē ō ō

（306） ō ā ā （ ）

　　
（307） ā ā ā ā

　　 ā ā

〈 〉 ā ā ī ā ī

　　 ā ī ī 〈 ā 〉

ā ā 〈ī ō 〉 ∵ ī

　　 ē ā ā ō

ō ē ī （308）ī ē

（ 199 ）

ゾロアスター教パフラヴィー語文献『デーンカルド』第３巻訳注・その５

306　分詞構文。
307　分詞構文。
308　原文に従えば， ē ＝思考である。 1973 67 は，

とフランス語訳し， 2002 221 も， ē と転写した上で
ī ī とペルシア語訳している。しかし，意味の上からは，「不断に善を
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　　 （〈 ）

ē ā ī ā

　　 ā ā ī

ā ī ā ē ā ē ā

　　

ō ā ī ā ∵

　　 ē ā ā

ī ā ō ū ī ā ō

　　 ō ē

ō ē ī ōγī

　　 〈ī〉

ā ī ē ē ∵ ā ē ō ā ā

　　

第50ページ翻訳

同じ区別（弁別）に達するときは，知慧（ ）によってであり；また

　　ことばと行いにおいてよって以て

先達（となるとき）は恩寵性と円満心によってであり；

　　至上の勇気をもって

どんな敵にも強力でありまたどんな不祥にもたじろがないときは心

　　（ ）によってであり；また慈眼をもって太陽

（さながら）のときは眼によってであり；また　 ō のよき聴従

（ 200 ）

東洋 化硏究所紀要　第百五十册

思考すること」と「不断に不祥が到来すること」とは，寧ろ逆比例の関係と思われ
るので，このように修正した。
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　　（さながら）のときは耳によってであり；

また発語の真実なるにおいて　 　さながらのときは舌によ

　　ってであり；

また　善行をもって行動するときは手によってであり；また

　　天則をもって躍進するときは

足によってであり；その他の，生霊的および肉体的

　　なる力によっても

常に作動し　そして同じように適応するのである。

（61）ガナーグ・メーノーグ（309）の眼にみえる自性と肢分（分身）

について。

ウェフ・デーンの示教から。

さて，ガナーグ・メーノーグの自性が眼にみえるのは　 ō （310）　が生気の

（ 201 ）

ゾロアスター教パフラヴィー語文献『デーンカルド』第３巻訳注・その５

309　ガナーグ・メーノーグ（ ā ē ō ）は，「メーノーグ的な破壊者，破壊霊」
の意で，アヴェスター語のアンラ・マンユ（ ）に該当するゾロアス
ター教の悪魔の首領。パフラヴィー語としては，アフレマン（ ）と同義。
オフルマズドの善なる動物，規則正しい恒星天の創造に対抗し，悪なる動物，不規
則な惑星を反対創造して，宇宙的規模での闘争を挑む。しかし，ザラスシュトラ・
スピターマの啓示を阻止できず，終末の日には善なる勢力に圧倒されて滅亡するこ
とになっている。
310　アコーマン（ ō ）は，「悪なる思考」の意で，アヴェスター語のアカ・マ
ナフ（ ）に該当するゾロアスター教の悪魔の一種。悪魔の序列では，
アンラ・マンユに次いで第２位を占める。善なる思考の天使（アヴェスター語でウォ
フ・マナフ（ ）／パフラヴィー語でヴァフマン（ ））の対抗
悪魔に当たる。アンラ・マンユの指令を受けてザラスシュトラを誘惑するものの，
失敗。終末の日に，ウォフ・マナフに粉砕されることになっている。
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なかにて（人間の）心を染め， ō （311）　が蔑視や蔑語となり，

　　 （312）　が心の

中に結びついて，不法で悪を働き悪い命令を発し　諸創造物の

敵たる暴君（313）・不義の　 　がいることによって（ （314））である。そして

　　それは彼（ ）の各肢分についていえば，身体的及生霊的な力（用具）に

よってである。又彼の不義者の肢分についていえば　速やかに傷つける時

　　は記憶（ ī ）によってであり，又　恨みを忘れぬ

時は理知（ō ）によってであり，また　不断に彼から不祥が来るときは

　　善の不断の

滅亡（破壊）によってであり，また　彼が誰れ彼れなしに誰にでも

　　不祥を要請する時は

意欲によってであり，又　世界が彼の突き刺し（ā ）によって

（ 202 ）

東洋 化硏究所紀要　第百五十册

311　タローマド（ ō ）は，「背教」の意で，アヴェスター語のタローマティ
（ ō ）に該当するゾロアスター教の女悪魔の一種。豊穣の女神（アヴェスター
語でスペンタ・アールマティ（ Ā ）／パフラヴィー語でスパンダル
マド（ ））の対抗悪魔に当たる。ゾロアスター教聖呪の１つ，アルヤ
マン・イシュヤー呪（ 。本来的には病気治療の為の聖呪）を唱える
ことによって撃退可能。
312　ヘーシュム（ ē ）は，「憤怒」の意で，アヴェスター語のアエーシュマ（ ē ）
に該当するゾロアスター教の悪魔の一種。忠実の天使（アヴェスター語でスラオシャ
（ ）／パフラヴィー語でスローシュ（ ō ））の対抗悪魔に当たる。ザラスシュ
トラ・スピターマの時代には，隣国の王アルジャースプに取り憑いて，ザラスシュ
トラの保護者ウィシュタースプの王国への侵略を教唆したものの，アヴェスター語
の聖呪によって撃退された。終末の日に，スラオシャに粉砕されることになってい
る。
313　第54ページの第17 18ページを参照。
314　本ページ第11行目の 。
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　　呑
どんぜい

噬引力の中

に入る時は貧婪（ā ）によってであり，又　煙を吐き乍ら燃えて

　　極悪のデーンと同

説　同調する時は貧婪によってであり，

　　卑劣の感情に陥りて（ ）と　合体

するときは蔑思と卑心によってであり，又　キリスト教の習法

　　の章節で（315）

ā ē ō 　が創造主となっているのは（ 時は）破義によってであり，

　　 ā ā

第51ページ転写

ā ā ā ā ī

　　 ā

〈 〉（316） ā ē ī ē ī

　　

ī ā

（ 203 ）

ゾロアスター教パフラヴィー語文献『デーンカルド』第３巻訳注・その５

315　 〈ī〉 ā ī ē ē で，「キリスト教の習慣の章節で」の意味。この
部分だけは，後から挿入された印象がある。写本では，この部分の最後に全く不適
切な形で∵が付されていることも，これを裏付けている。おそらく，シリア語訳か
アラビア語訳の形で『聖書』を知った神官が，後から加筆したのではないだろうか。
　　なお，東方シリア教会は，５世紀にはペシッタを公認聖書にして，サーサーン王
朝下のイランに進出し，教線を拡大していた。シリア語訳聖書を知ったとすれば５
世紀以降の神官。また，聖書のアラビア語訳は８世紀の所産。こちらを知ったとす
れば８世紀以降の神官。
316　 を補わねば，文意は，「不幸によって ā の（ ā から出た）無数の不
幸が善きデーンにあることになる」と訳される。
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ā ∵ ā ā ē ā

　　 ē ī ā ∵（317）

第51ページ翻訳
とひとしい嫉妬がすべての善き創造物の上に及ぶのは（ 時は）

　　眼（ ）によってであり

ダハーグの無数の不幸がよきデーンにあるのは不幸に

　　よってであり　又　悪行を以て行動する

時は手（ ）によってであり，又　悪行しながらの馳駆によって

盗賊や狼とひとしい，世の毀損者となるときは足（ ā ）によってで

　　ある。

（ 204 ）

東洋 化硏究所紀要　第百五十册

317　 版第51ページ第4行目まで。
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